
（第三種郵便物認可）２０１０年７月２５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

ゴルファー保険にご加入ですか？ゴルファー保険にご加入ですか？

〈取扱代理店〉大保協商事株式会社
（大阪府保険医協同組合内）
【TEL 06‒6568‒2230】
〈引受保険会社〉三井住友海上火災保険
株式会社

●ゴルフプレー中に他人に損害
を与えたとき
●ゴルファーご自身がケガをさ
れたとき
●ゴルフ場や練習場でゴルフ用
品を損傷・盗難されたとき
●ラウンド中にホールインワン
またはアルバトロスを達成さ
れたときなど

団体割引で年間保険料6,000円からご加入いただけます。
•この保険は大阪府保険医協同組合が保険契約
者となる団体契約です

•保険始期日は11月１日から１年間（保険期間
中途での加入も可能です）

　このご案内は保険の特徴を説明したものです。
　 詳細は大阪府保険医協同組合へお問い合わせ
ください（パンフレットは追ってご案内いた
します）

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分（
予
定
）

集
合
・
コ
ー
ス　

協
会
午
前
10
時
↓
梅
田
（
元
中
央
郵
便
局

前
）
午
前
10
時
30
分
↓
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
西
宮
工
場
↓

焼
肉
か
ま
や
（
昼
食
）
↓
長
田
地
区
（
鉄
人
28
号
）

↓
協
会　
　

 

最
少
催
行
人
数　

20
人

会
費　

１
万
円
（
小
学
生
以
下
３
千
円
）

「
特
選
神
戸
牛
を
食
べ
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

大
阪
市
東
部
地
区
主
催
・
大
阪
市
北
部
地
区
共
催

「
サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
蒸
留
所
見
学
」

北
大
阪
地
区

日
時　

９
月
５
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
正
午

集
合　

Ｊ
Ｒ
京
都
線
「
山
崎
」
駅
改
札
口
前
10
時
15
分
集
合

（
時
間
厳
守
）

費
用　

会
員
、
家
族
・
従
業
員
無
料

定
員　

30
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

※
「
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
山
崎
10
年
・
12
年
」

が
試
飲
で
き
ま
す

日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
澤
力
氏
（
協
会
副
理
事
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
訪
問
診
療
の
導
入
と
そ
の
保
険
請
求
」

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
31
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市
開
業
）　

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

「
要
介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
訪
問
口
腔
ケ
ア
」

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

８
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

八
尾
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
４
階
会
議
室
２

　
　
　

近
鉄
「
八
尾
」
駅
下
車
、
東
へ
徒
歩
５
分

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
安
全
管
理
講
習
」

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
主
催

日
時　

９
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

美
馬
孝
至
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
大
阪
病
院　

歯
科
・

口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
口
腔
外
科
、リ
ス
ク
患
者
へ
の
対
応
」

南
部
地
区
主
催

豪
族
秦
一
族
が
支
配
し
て
い

た
地
域
で
、
古
墳
が
点
在
し

て
い
る
。
水
月
公
園
の
北
側

に
あ
る
畑
と
い
う
地
名
は
秦

氏
に
由
来
し
て
い
る
。

　

公
園
は
、
釣
り
池
の
舟
池

花
を
咲
か
せ
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ

イ
ス
が
遊
び
に
来
る
。

　

梅
林
北
側
に
は
、
し
だ
れ

梅
が
あ
り
、お
茶
の
野
点（
の

だ
て
）
が
行
わ
れ
、
４
月
に

は
桜
祭
り
が
開
か
れ
る
。
花

　

池
田
市
は
織
姫
伝
承
の
縁

で
中
国
蘇
州
市
と
友
好
都
市

で
あ
り
、
花
菖
蒲
園
に
は
１

９
８
４
年
に
友
好
都
市
締
結

三
周
年
記
念
で
贈
ら
れ
た
中

国
風
の
あ
ず
ま
屋
・
斎
方
亭

（
せ
い
ほ
う
て
い
）
が
あ

る
。
斎
方
亭
内
の
ベ
ン
チ
か

ら
見
え
る
花
菖
蒲
は
見
事
な

の
滝
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
秦

野
中
学
の
学
生
に
よ
る
壁
画

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

公
園
入
り
口
付
近
に
は
西

洋
風
カ
ス
ケ
ー
ド
が
あ
り
、

そ
の
傍
ら
に
は
蘇
州
市
か
ら

贈
ら
れ
た
「
源
遠
流
長
」
の

文
字
が
あ
る
石
坊
が
あ
る
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

ル
が
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中

旬
ま
で
舞
っ
て
い
る
。
ち
ょ

っ
と
見
る
と
よ
く
あ
る
水
路

だ
が
、
こ
の
小
川
の
上
流
に

湧
き
水
が
あ
り
、
そ
の
湧
き

水
に
よ
っ
て
蛍
が
生
息
す
る

の
に
ち
ょ
う
ど
良
い
清
流
が

あ
る
。

　

水
路
整
備
で
壁
面
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
な
っ
た
た
め
源

氏
ボ
タ
ル
の
数
は
減
っ
た

が
、
今
年
も
多
く
の
源
氏
ボ

タ
ル
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
。
夜
９
時
頃
が
見
ご
ろ

で
、
静
か
に
し
て
待
っ
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

（
新
聞
部
・
近
藤
正
）

〈
参
考
文
献
〉

　

『
池
田
市
広
報
』

が
、
こ
の
公
園
と
、
そ
の
近

く
の
井
口
堂
団
地
と
の
間
に

あ
る
小
川
で
は
、
源
氏
ボ
タ

も
の
で
あ
る
。

　

公
園
は
２
段
に
な
っ
て
い

て
、
二
尾
池
の
下
に
は
人
工

菖
蒲
園
に
は
40
種
６
０
０
０

株
の
菖
蒲
が
咲
き
、
６
月
に

は
菖
蒲
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

　

二
尾
池
に
は
鴨
と
、
丸
亀

市
か
ら
贈
ら
れ
た
２
羽
の
白

鳥
が
い
た
。（
白
鳥
の
１
羽

は
死
ん
だ
た
め
今
は
１
羽
と

な
っ
て
い
る
）

　

３
月
に
は
梅
林
が
美
し
い

と
桜
並
木
に

囲
ま
れ
た
二

尾
池
が
あ

り
、
そ
の
横

に
花
菖
蒲
園

と
梅
林
が
あ

る
。

池
田
市

池
田
市
・・
鉢
塚
地
区

鉢
塚
地
区

220

水
月
公
園
と
ホ
タ
ル
舞
う
小
川

花菖蒲が見えるあずま屋・斎方亭

　

阪
神
高
速
池
田
線
を
池
田

ま
で
行
っ
た
後
、
中
央
環
状

線
に
入
る
と
こ
ろ
を
左
折

し
、
直
進
し
た
と
こ
ろ
に
水

月
公
園
は
あ
る
。
水
月
公
園

の
あ
る
鉢
塚
地
区
は
か
つ
て

　

歯
科
・
医
科
協
会
の
女
性

医
師
・
歯
科
医
師
の
会
が
主

催
す
る
第
18
回
「
余
技
展
」

が
13
日
か
ら
17
日
ま
で
薬
業

作
品
42
点
が
出
展
さ
れ
た

（
歯
科
協
会
か
ら
の
出
展
は

３
人
で
６
点
）。
連
日
、
多

く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
作
品

に
釘
付
け
に
な
っ
て
い
た
。

　

17
日
に
は
、
同
会
館
で
武

家
に
伝
わ
る
礼
法
の
一
つ
で

あ
る
折
形
に
つ
い
て
の
講
習

会
が
開
か
れ
12
人
が
参
加
し

た
。
講
師
の
天
野
昌
美
氏
が

贈
答
品
を
紙
で
包
む
伝
統
的

な
折
形
に
つ
い
て
解
説
し
た

あ
と
、
実
演
し
た
。

「余技展」で熱心に作品に見入る参加者
たち＝17日、薬業年金会館　　　　　　

42点の作品に釘付け

女医の会 第18回「余技展」

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
座
」

北
河
内
地
区
主
催

日
時　

９
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
、
２
階

１
〜
２
号
室
）

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円　
　

定
員　

50
人

こ
と
を
め
ざ
し
、
外
来
ベ
ー

ス
で
の
共
同
研
究
を
企
画
実

践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
歯
周
治
療
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
歯
科
領
域
の
改

善
が
「
全
身
疾
患
の
改
善
」

に
結
び
つ
く
た
め
に
は
、
歯

周
病
の
治
療
と
い
う
歯
科
領

域
の
み
で
完
結
す
る
の
で
な

く
、
医
科
領
域
の
評
価
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
前
記
の

目
的
に
そ
っ
た
医
科
診
療
所

と
の
共
同
研
究
（
連
携
）
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
歯
科
医
院
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

頂
け
る
先
生
は
、
協
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ご
登
録
頂
い
た
先
生
に

は
、
今
後
共
同
研
究（
連
携
）

に
つ
い
て
の
講
習
会
の
ご
案

内
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
登
録
に
つ
い
て

は
、
７
月
13
日
に
フ
ァ
ク
ス

　

医
科
・
歯
科
の
疾
病
の
関

連
が
次
々
と
見
つ
け
出
さ

れ
、「
口
腔
は
病
気
の
源
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

両
者
の
関
係
は
大
き
く
見
直

さ
れ
る
べ
き
状
況
を
迎
え
て

い
ま
す
。
地
域
医
療
を
担
う

組
織
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
科
・
歯
科
連
携
医
院

の
登
録
に
つ
い
て

で
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
の
で
、
す
で
に
返
信
さ
れ

た
先
生
は
、
連
絡
は
不
要
で

す
。

年
金
会
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー

（
中
央
区
）

で
開
か
れ
た

（
写
真
）。

　

昨
年
を
大

き
く
上
回
る

医
師
・
歯
科

医
師
ら
25
人

か
ら
絵
画
や

書
道
、
陶

芸
、
染
額
、

写
真
な
ど
、

多
彩
な
芸
術

たとえば、こんなときに補償されます。

３‒Ｂ‒10.4059　2010年７月承認

〝折形〟講演も

開
業
医
の
団
体
と
し
て
、
患

者
中
心
の
両
科
の
連
携
が
社

会
的
に
強
く
求
め
ら
れ
る
の

は
、
時
代
の
要
請
で
も
あ
り

ま
す
。

　

協
会
は
、
地
域
の
医
科
・

歯
科
の
診
療
連
携
を
進
め
る

　

参
加
者
か
ら
は
「
折
形
は

一
見
難
し
そ
う
に
見
え
る

が
、
や
っ
て
み
る
と
そ
う
で

も
な
く
、
こ
れ
な
ら
今
後
も

活
用
で
き
そ
う
」
な
ど
の
感

想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の

会
は
夏
休
み
企
画
と
し
て
、

８
月
１
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら
国
立
文
楽
劇
場
で
「
文

楽
を
楽
し
む
会
」
を
開
き
、

会
員
間
の
交
流
を
は
か
る
。


